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交通のご案内

駐⾞場
● ホテルの駐⾞場をご利⽤ください（無料駐⾞場 120台）

会場内案内図



参加者へご案内

参加の受付

受付場所 総合受付

受付開始時間 12:30～

受付方法 お名前などを記載した参加登録票を、総合受付へお渡しください。

参加費

医師 1,000円

研修医（卒後2年目まで）、学生 無料

参加費は当日参加登録受付にてお支払いください。

注意事項

● 参加者の情報や健康状態を把握するため、参加登録票の提出にご協力ください。

● 受付でのやりとりを減らすため、参加登録票は事前にご記入ください。

● 感染者発生時、経路特定等理由で政府機関・自治体要請により、個人情報を開示します。

● 厚生労働省の接触確認アプリ「 COCOA 」をインストールしてご来場ください。

● 発熱、咳、咽頭痛、倦怠感、味覚・嗅覚異常、呼吸困難等がある場合は来場をお控えください。

● 会場内での手指消毒、マスク着用に協力ください。

● 接触を減らすため、手荷物は最低限に減らし、個人で管理してください。

世話人会のご案内

日　時 2020年12月12日(土) 　12:30～13:00

会　場 第一会場

会　費 1,000円（お弁当代）

昼食は12時よりご用意しております。

世話人会の受付

受付場所 総合受付

受付開始時間 12:00～
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発表時間のご案内

　※時間厳守

発表終了1分前に呼び鈴にてお知らせします。

座長の皆さまへ

担当セッション開始予定時刻の15分前までに、会場内前方の次座長席にご着席ください。

演者の皆さまへ

発表データの受付

受付場所 スライド受付（事前に総合受付で参加受付をしてください）

受付締切時間 発表の30分前までに試写と動作確認を行ってください。

抄録の提出

当日 USBメモリーに入れて、スライド受付へ提出

後日 kyoubu@med.tottori-u.ac.jpへメール

①演題番号　②演題名　③所属　④演者名（共同演者含む）

⑤内容（400 字以内、MS ワード）

ファイル名 『演題番号(半角)　全角スぺース　発表者の氏名』

締切り 2020年12月25日(金) 

試写・発表方法

発表方法 PC発表（PowerPoint）のみ

使用可能ソフト Windows Power Point 2007～2016

発表にあたっては、次ページに示す「患者プライバシー保護に関する指針」に留意してください。

＜データ発表の場合＞

USBフラッシュメモリー

作成に使用されたPC以外でも必ず動作確認を行ってください。

MS ゴシック、MSP ゴシック、MS 明朝、MSP 明朝

Arial,  Century, Century Gothic, Times New Roman

『演題番号(半角)　全角スぺース　発表者の氏名』

動画などのリンクファイルは、発表ファイルと同じフォルダーへ保存

＜PC持ち込みによる発表の場合＞

VGA端子（D-SUB mini 15pin コネクタ）

Macintoshで作成した動画・音声を含む発表データは、必ずご自身のPC本体をお持ち込みください。

前もって外部ディスプレイや液晶プロジェクターに接続して正常に出力できるかどうかご確認ください。

提出方法

使用可能フォント

ファイル名

パソコンにこの形状がない場合は、変換コネクタが必要です。(HDMI不可)

電源アダプタもお忘れなくご持参ください。

会場で用意する

PCケーブルの形状

提出内容

提出方法

7分

計

2分

質疑

5分

発表
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患者プライバシー保護に関する指針
「症例報告を含む医学論文及び学会研究会発表における患者プライバシー保護に関する指針」

平成16年4月6日
（平成21年12月2日一部改正、平成27年8月28日一部改訂）

● 外科関連学会協議会加盟学会
日本外科学会、日本気管食道科学会、日本救急医学会、日本胸部外科学会、日本形成外科学会、日本呼吸器外科学会、日本消化器外科学会
日本小児外科学会、日本心臓血管外科学会、日本大腸肛門病学会、日本内分泌外科学会、日本麻酔科学会 

● 本指針に賛同している学会
日本肝胆膵外科学会、日本血管外科学会、日本喉頭科学会、日本呼吸器内視鏡学会、日本乳癌学会、日本腹部救急医学会
（平成 16 年 6 月 4 日付）
（平成 16 年 6 月 24 日付）
（平成 16 年 9 月 21 日付）
（平成 17 年 8 月 1 日付）
（平成 17 年 8 月 20 日付）
（平成 17 年 9 月 7 日付）
（平成 17 年 12 月 14 日付）
（平成 17 年 12 月 16 日付）
（平成 17 年 12 月 19 日付）
（平成 17 年 12 月 28 日付）
（平成 18 年 1 月 27 日付）
（平成 18 年 3 月 24 日付）
（平成 18 年 5 月 15 日付）
（平成 18 年 7 月 21 日付）
（平成 18 年 8 月 3 日付）
（平成 18 年 8 月 25 日付）
（平成 18 年 9 月 6 日付）
（平成 18 年 11 月 13 日付）
（平成 18 年 12 月 8 日付）
（平成 25 年 12 月 5 日付）
（平成 26 年 7 月 11 日付）
（平成 27 年 9月4日付）
（平成 30 年 4月3日付）
（令和元年 6月5日付）

日本胃癌学会
日本食道学会
日本整形外科学会
日本手外科学会
日本整形外科スポーツ医学会
日本外傷学会
日本熱傷学会日本美容皮膚科学会
日本頭蓋顎顔面外科学会
日本股関節学会
日本皮膚アレルギー学会
日本肘関節学会
日本皮膚科学会西部支部
中部日本整形外科災害外科学会
日本胆道学会
日本関節鏡学会
東日本整形災害外科学会
日本集中治療医学会
日本ヘリコバクター学会
日本外科代謝栄養学会
日本女性医学学会
日本鼻科学会
日本心臓血管麻酔学会
日本循環器学会
関東整形災害外科学会

（平成 19 年 5 月 11 日付）
（平成 19 年 7 月 9 日付）
（平成 19 年 12 月 4 日付）
（平成 19 年 12 月 20 日付）
（平成 21 年 9 月 15 日付）
（平成 21 年 11 月 12 日付）
（平成 21 年 12 月 25 日付）
（平成 22 年 1 月 5 日付）
（平成 22 年 5 月 11 日付）
（平成 22 年 6 月 5 日付）
（平成 22 年 7 月 9 日付）
（平成 22 年 7 月 20 日付）
（平成 22 年 9 月 10 日付）
（平成 23 年 3 月 30 日付）
（平成 24 年 2 月 13 日付）
（平成 24 年 7 月 10 日付）
（平成 24 年 9 月 2 日付）
（平成 24 年 9 月 5 日付）
（平成 24 年 9 月 10 日付）
（平成 25 年 12 月 25 日付）
（平成 27 年 6 月 8 日付）
（平成 27 年 10月14日付）
（平成 31 年 2月7日付）
（令和元年 9 月 25 日付）　　　　　　　　

日本腰痛学会
日本肺癌学会
日本膵臓学会
日本臨床外科学会
日本消化器病学会
日本消化器がん検診学会
日本門脈圧亢進症学会
日本皮膚科学会東海地方会
日本静脈経腸栄養学会
西日本整形 ・ 災害外科学会
日本関節病学会
日本臨床皮膚外科学会
日本放射線腫瘍学会
日本口腔腫瘍学会
日本消化器内視鏡学会
日本頭頸部外科学会
日本消化管学会
日本女性心身医学会
日本運動器科学会
日本頭頸部癌学会
日本緩和医療学会
日本顔面神経学会
日本創傷外科学会
日本フットケア ・ 足病医学会

医療を実施するに際して患者のプライバシー保護は医療者に求められる重要な責務である。一方、医学研究において症例報
告は医学・医療の進歩に貢献してきており、国民の健康、福祉の向上に重要な役割を果たしている。医学論文あるいは学会 ・
研究会において発表される症例報告では、特定の患者の疾患や治療内容に関する情報が記載されることが多い。その際、プラ
イバシー保護に配慮し、患者が特定されないよう留意しなければならない。
以下は外科関連学会協議会において採択された、症例報告を含む医学論文 ・ 学会研究会における学術発表においての患
者プライバシー保護に関する指針である。
1）患者個人の特定可能な氏名、入院番号、イニシャルまたは「呼び名」は記載しない。

2）患者の住所は記載しない。但し、疾患の発生場所が病態等に関与する場合は区域までに限定して記載することをを可とす
る。（神奈川県、横浜市など） 

3）日付は、臨床経過を知る上で必要となることが多いので、個人が特定できないと判断される場合は年月までを記載してよい。

4）他の情報と診療科名を照合することにより患者が特定され得る場合、診療科名は記載しない。

5）既に他院などで診断 ・ 治療を受けている場合、その施設名ならびに所在地を記載しない。但し、救急医療などで搬送元の
記載が不可欠の場合はこの限りではない。

6）顔写真を提示する際には目を隠す。眼疾患の場合は、顔全体が分からないよう眼球のみの拡大写真とする。

7）症例を特定できる生検、剖検、画像情報に含まれる番号などは削除する。

8）以上の配慮をしても個人が特定化される可能性のある場合は、発表に関する同意を患者自身 ( または遺族か代理人、小
児では保護者 ) から得るか、倫理委員会の承認を得る。

9）遺伝性疾患やヒトゲノム ・ 遺伝子解析を伴う症例報告では「ヒトゲノム ・ 遺伝子解析研究に関する倫理指針」( 文部科学
省、厚生労働省及び経済産業省 )( 平成 13 年 3 月 29 日、平成 16 年 12 月 28 日全部改正、平成 17 年 6 月 29
日一部改正、平成 20 年 12 月 1 日一部改正、平成 25 年 2 月 8 日全部改正、平成 26 年 11 月 25 日一部改正、
平成 29 年 2 月 28 日一部改正 ) による規定を遵守する。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
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●
●
●
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●
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● 第一会場

セッション 疾患分類 演題番号 座　　長

1 食道・胃 01-02 13:00～ 13:14 栗栖　泰郎
（国立病院機構浜田医療センター　外科）

2 小腸・大腸 03-07 13:15～ 13:50 山本　学
（鳥取大学医学部附属病院　消化器外科）

3
肝・胆・膵

ヘルニア・その他
08-12 13:51～ 14:26 徳安　成郎

（鳥取大学医学部附属病院　消化器外科）

● 第二会場

セッション 疾患分類 演題番号 座　　長

4 乳腺・内分泌 13-15 13:00～ 13:21
若原　誠
（鳥取大学医学部附属病院　乳腺内分泌外科）

5 心臓・血管 16-20 13:22～ 13:57 齋藤　雄平
（松江赤十字病院　心臓血管外科）

6 肺・縦隔 21-24 13:58～ 14:26 髙木　雄三
（鳥取大学医学部附属病院　呼吸器外科）

プ ロ グ ラ ム

予定時間

予定時間
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第一会場 

 

 

 

 

セッション 1 

13:00～13:14（発表 5 分、質疑 2 分） 

座長：栗栖 泰郎（国立病院機構浜田医療センター 外科） 

 

 

01. SiewertⅡ型食道胃接合部癌に対する経裂孔的切除、食道残胃吻合の術後縫合不全により発症した

縦隔炎の 1 例 

島根大学医学部附属病院 消化器・総合外科 

〇川上晃樹（カワカミ コウキ）、平原典幸、松原 毅、梶 俊介、山本 徹、百留亮治、高井清江、 

内田有紀、石飛一成、田島義証 

 

02. 胃に発生した bronchogenic cyst の 1 例 

鳥取大学医学部 器官制御外科学講座 消化器・小児外科 

〇澤田将平（サワタ ショウヘイ）、宮内 亘、宍戸裕二、宮谷幸造、松永知之、藤原義之 

 

  

食道・胃 
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第一会場 

 

 

 

 

セッション 2 

13:15～13:50（発表 5 分、質疑 2 分） 

座長：山本 学（鳥取大学医学部附属病院 消化器外科） 

 

 

03. 上行結腸髄様癌の 1 例 

鳥取県立中央病院 外科 

〇岸野幹也（キシノ ミキヤ）、和田大和、尾﨑知博、遠藤財範、建部 茂、中村誠一、廣岡保明 

 

04. 上腸管膜動脈閉塞症に対する術中 ICG 蛍光法による血流評価 

米子医療センター 消化器外科 

〇森本昌樹、谷口健次郎、山本 修、奈賀卓司、杉谷 篤 

 

05. 小腸出血を契機に発見された長期ガーゼ遺残の１例 

島根大学医学部附属病院 消化器・総合外科 

○松原加歩（マツバラ カホ）、山本 徹、高井清江、百留亮治、内田有紀、石飛一成、平原典幸、 

田島義証 

 

06. Pembrolizumab の免疫有害事象である難治性大腸炎を来し、大腸全摘術を要した 1 例 

鳥取大学医学部 器官制御外科学講座 消化器・小児外科 

〇安井千晴（ヤスイ チハル）、山本 学、原 和志、菅澤 健、植嶋千尋、多田陽一郎、谷尾彬充、 

木原恭一、坂本照尚、本城総一郎、藤原義之 

 

07. 結腸脂肪垂損傷の１手術例 

島根大学医学部 Acute Care Surgery 講座 

〇岡 和幸(オカ カズユキ)、恩田禎子、齋藤保隆、田中 航、秋月 光、松本 亮、山本祐太郎、 

藏本俊輔、室野井智博、下条芳秀、木谷昭彦、比良英司、渡部広明 

 

  

小腸・大腸 

7



第一会場 

 

 

 

 

セッション 3 

13:51～14:26（発表 5 分、質疑 2 分） 

座長：徳安 成郎（鳥取大学医学部附属病院 消化器外科） 

 

 

08. 直腸癌術後膵転移に対して膵体尾部切除術を施行した 1 例 

島根県立中央病院 外科・消化器外科・乳腺科 

〇佐々木将貴（ササキ マサキ）、有田 創、佐倉悠介、樽本浩司、山川達也、服部晋明、山根 佳、 

大谷 裕、高村通夫、武田啓史、橋本幸直、金澤旭宣 

 

09. 術前診断し得た Amyand's hernia の１例 

松江市立病院 研修医 1）、松江市立病院 消化器外科 2）、鳥取大学医学部 消化器・小児外科 3） 

〇吉田 惇（ヨシダ ジュン）1）、牧野谷真弘2）、福本陽二2）、久光和則2）、梶谷真司2）、河野菊博2）、 

若月俊郎 2）、藤原義之 3） 

 

10. イレウスにて発症した左傍十二指腸ヘルニアの１例 

鳥取赤十字病院 外科 

○高橋朋大（タカハシ トモヒロ）、村上裕樹、山田敬教、前田佳彦、山代 豊、山口由美、齊藤博昭、 

西土井英昭 

 

11. 後腹膜原発の平滑筋肉腫の 1 例 

国立病院機構浜田医療センター 外科 

〇砂口天兵(スナグチ テッペイ)、西谷有子、永井 聡、渡部裕志、高橋 節、栗栖泰郎 

 

12. 穿孔性虫垂炎、汎発性腹膜炎に対して開腹下虫垂切除後、腹腔内膿瘍に経皮的ドレナージが奏効した 1 例 

鳥取県済生会境港総合病院 外科１）、放射線科 2） 

笹見強志(ササミ ツヨシ)１）、星野和義１）、玉井伸幸１）、丸山茂樹１）、遠藤雅之２）、周藤裕治２） 

 

  

肝・胆・膵・ヘルニア・その他 
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第二会場 
 

 

  



第二会場 

 

 

 

 

セッション 4 

13:00～13:21（発表 5 分、質疑 2 分） 

座長：若原 誠（鳥取大学医学部附属病院 乳腺内分泌外科） 

 

 

13. 乳癌肺転移を疑い肺切除を行った５症例の検討 

鳥取県立厚生病院 胸部外科１）、血管外科２） 

○大田里香子（オオタ リカコ）１）、吹野俊介１）、大野貴志１）、兒玉 渉１）、西村謙吾２）、浜崎尚文２） 

 

14. 遠隔再発巣の切除を繰り返し長期生存した乳腺混合型化成癌の 1 例 

米子医療センター 胸部・乳腺外科１）、鳥取大学医学部附属病院 呼吸器外科 2）、乳腺内分泌外科 3） 

〇加藤 彩（カトウ アヤ）1）、万木洋平 1）、鈴木喜雅 3）、中村廣繁 2） 

 

15. 診断に難渋した巨大嚢胞性腫瘤の１例 

鳥取大学医学部 呼吸器・乳腺内分泌外科 

○門永 太一（カドナガ タイチ）、中西敦之、野坂祐仁、大島祐貴、松居真司、城所嘉輝、細谷恵子、 

窪内康晃、若原 誠、髙木雄三、田中裕子、春木朋広、鈴木喜雅、中村廣繁 
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第二会場 

 

 

 

 

セッション 5 

13:22～13:57（発表 5 分、質疑 2 分） 

座長：齋藤 雄平（松江赤十字病院 心臓血管外科） 

 

 

16. 外傷性膝窩動脈閉塞症の 2 手術例 

鳥取県立厚生病院 血管外科１）、胸部外科２） 

○西村謙吾（ニシムラ ケンゴ）１）、浜崎尚文１）、大田里香子２）、大野貴志２）、兒玉 渉２）、吹野俊介２） 

 

17. 腹部大動脈瘤に対するステントグラフト内挿術後の難治性 Type Ia エンドリークに対して開腹人工血管

置換術を施行した 1 治験例 

鳥取大学医学部附属病院 心臓血管外科 

◯森本健一（モリモト ケンイチ）、原田真吾、樋口達也、仁井陸冬、熊谷国孝、掘江弘夢、大野原岳史、 

岸本祐一郎、吉川泰司、西村元延 

 

18. 大動脈弁置換術後、mitral-aortic intervalvular fibrosa の穿孔による左室仮性瘤の 1 例 

島根県立中央病院 心臓血管外科 

〇森安真木（モリヤス マキ）、山内正信、金築一摩、花田智樹、上平 聡 

 

19. 高度石灰化を伴った腹部大動脈狭窄病変に対し VIABAHN VBX を留置した 1 例 

国立病院機構浜田医療センター 心臓血管外科 

〇岸本 望（キシモト ノゾミ）、渡部聖人、白谷 卓 

 

20. 心室中隔穿孔に対して IMPELLA5.0 を用いた循環管理後に根治術を施行した 1 治験例 

鳥取大学医学部附属病院 卒後臨床研修センター1）、心臓血管外科 2） 

○吉川侑希（ヨシカワ ユウキ）1）、掘江弘夢 2）、樋口達也 2）、森本健一 2）、仁井陸冬 2）、熊谷国孝 2）、 

大野原岳史 2）、岸本祐一郎 2）、原田真吾 2）、吉川泰司 2）、西村元延 2） 
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第二会場 

 

 

 

 

セッション 6 

13:58～14:26（発表 5 分、質疑 2 分） 

座長：髙木 雄三（鳥取大学医学部附属病院 呼吸器外科） 

 

 

21. 多彩な組織像を認めた胸腺癌の２度の再発に対する切除の１例 

松江赤十字病院 呼吸器外科１）、鳥取大学医学部附属病院 呼吸器外科２） 

〇宮本竜弥（ミヤモト タツヤ）１）、三和 健１）、窪内康晃２）、中村廣繁２） 

 

22. 急速増大をきたした前縦隔粘液線維肉腫の１切除例 

鳥取県立中央病院 呼吸器・乳腺・内分泌外科１）、心臓血管外科２） 

〇藤原和歌子（フジワラ ワカコ）１）、深谷由美１）、松岡佑樹１）、宮坂成人２）、前田啓之１） 

 

23. 超高齢（90 歳以上）肺癌切除の 4 例 

浜田医療センター 呼吸器外科１）、呼吸器内科２）、病理診断部 3）、鳥取大学 呼吸器外科 4） 

〇小川正男（オガワ マサオ）１）、小林美郷２）、柳川 崇２）、長崎真琴 3）、髙木雄三 4）、春木朋広 4） 

 

24. 当院における降下性壊死性縦隔炎の検討 

鳥取県立厚生病院 胸部外科１）、血管外科２） 

○大野貴志（オオノ タカシ）１）、吹野俊介１）、大田里香子１）、兒玉 渉１）、西村謙吾２）、浜崎尚文２） 
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提携先

「効能・効果」、「用法・用量」、「警告、禁忌を含む使用上の注意」、「効能・効果に関連する使用上
の注意」、「用法・用量に関連する使用上の注意」等については添付文書をご参照ください。

薬価基準収載
特定生物由来製品、毒薬、処方箋医薬品（注意―医師等の処方箋により使用すること）
抗悪性腫瘍剤

パクリタキセル注射剤（アルブミン懸濁型）

2017 年6月作成







交通のご案内

駐⾞場
● ホテルの駐⾞場をご利⽤ください（無料駐⾞場 120台）

会場内案内図



第145回
山陰外科集談会

プログラム

〒683-0824　鳥取県米子市久米町53番2号
TEL 0859-36-1111   FAX 0859-36-1115

会 長

会 場

会 期 土2020年12月12日
世話人会 12:30～13:00
演題発表 13:00～14:30

ANAクラウンプラザホテル米子

中村廣繁（鳥取大学医学部 呼吸器･乳腺内分泌外科学分野）

第145回 山陰外科集談会 事務局
鳥取大学医学部　器官制御外科学講座

呼吸器･乳腺内分泌外科学分野
〒683-8504　鳥取県米子市西町36-1
TEL 0859-38-6737　FAX 0859-38-6730
E-mail　kyoubu@med.tottori-u.ac.jp

https://www.med.tottori-u.ac.jp/thoracicsurg/




